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　太宰府市議会は、平成26年３月議会において議会基本条例を制定し「市民に信

頼される議会」の実現を目指しています。

　この取り組みの一環として、議会での審議状況や行政情報についての説明の責任

を果たすべく、下記の通り意見交換会を開催します。

　

　　　　日時：平成26年11月16日（日）午後５時～午後７時　　

　　　　場所：いきいき情報センター（多目的ホール）

　　　　　　　文化ふれあい館（実習室）

　　　　※いずれの会場（２会場で同時に開催）も、意見交換会開始30分前から受

付を行います。

第１回太宰府市議会意見交換会を開催

第141号
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　平成25年度決算特別委員会が９月２日・19日・22日に開催され、一般会
計、４特別会計、２公営企業会計について慎重に審議を行い、９月26日の本会
議において、多数の賛成をもって認定及び原案可決されました。

平成25年度

一般会計
2037年までの公共施設補修に係る費
用想定額と平成25年度の補修費総額は
学校施設5億8,039万5,900円。学校施設
以外の公共施設2億6,393万5,665円。国

の方から公共施設等総合管理計画作成の指
導が来ているため、平成28年度までには何
とかということで今検討しています。

Q

A

一般会計
地方交付税が前年度より若干減少
しているが
地方交付税を算出するにあたっては基
準財政需要額と基準財政収入額を算出

してその差が地方交付税の決定額になりま
す。したがいましてその差が縮まればおの
ずと交付税の額は少なくなってまいりま
す。

Q

A一般会計

ホテル等設置奨励金とは
太宰府市ホテル等設置奨励条例に基づ
き平成25年度より交付を開始しており

ます。固定資産税の２分の１、5,000万円を
上限に３カ年交付します。
※現在、１事業者に交付しています。

Q
A

一般会計
松川運動公園開放管理業務委託
について
事前予約分の開放業務と当日の空きが
あればその場で受付を行う関係で朝９

時から夜９時まで管理人として委託してい
ます。体育館とグラウンド合わせて231万円
です。

Q

A

一般会計

運動団体補助金搬出事業について
３つの運動団体の補助金のトータルは
679万3,000円です。筑紫地区で構成して

いる筑紫地区人権同和行政推進協議会負担
金が５万8,000円。これをプラスすると、事
業費の計685万1,000円になり、部長以下の
職員人件費をプラスして808万1,000円にな
ります。

Q
A

一般会計

老人クラブ関係費について
平成25年度は28クラブ全てに補助金を
出しておりますが、この補助金につき

ましては、県の補助で老人クラブ連合会加
入団体にしか補助金を出していないという
状況です。

Q
A

一般会計

地域健康づくり補助金について
太宰府市内の６校区自治協議会で実施
されている地域の健康フェスタと健康

度測定会への事業費助成。６校区各20万円
となっています。

Q
A

一般会計

市民図書館盗難本について
おおよそ年間2,000冊です。

Q
A

介護保険事業特別会計
住宅改修業者は市の指定業者なの
か。また専門的な相談に対応できる
業者の紹介等は行っているのか　
特に市の指定はありません。個人で選
んでいただくことになっています。改

修申請後、ケアマネージャー等の専門の資
格取得者に意見書を添付してもらうことに
なっています。

Q

A

国民健康保険事業特別会計
特定健康診査について国が受診率
に応じてペナルティーを科すといっ
ていたが、現在の動向は
特定健診、特定保健指導など、何もし
ていない市町村だけに後期高齢者支援

金の加算がなされますが、本市において加
算措置はありません。

Q

A

予算審議の一部抜粋

一般会計……………………歳出決算額� 223億1,470万816円

４特別会計…………………�歳出決算額133億3,676万9,903円
国民健康保険事業・後期高齢者医療・介護保険事業・住宅新築資金等貸付事業

２企業会計…………………歳出決算額� 45億7,542万8,716円
水道事業会計・下水道事業会計

決算 認定特集
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定例議会リポート9 月
　平成26年第３回定例会を９月２日から９月26日まで、25日間の会期で開催し、
報告案件６件、認定案件７件、市道路線の廃止１件、市道路線の認定１件、条例
の制定２件、条例の一部改正５件、一般会計補正予算２件、特別会計補正予算１件、
請願３件、意見書２件、陳情１件、要望１件の審議を行いました。

条

そ 他

予

委 会 査

例

の

算

員 審

◆太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について
　「いじめ防止対策推進法」の規定に基づき、組織の整理を実施することが必要になっ
たため

◆太宰府市国際交流振興基金条例の一部を改正する条例について
　基金の運用から生じる預金利息等の収益の処理ついて条例を一部改正する必要が生
じたため

◆太宰府市営住宅管理条例の一部を改正する条例について
　法律の引用条文の法律名称が一部改正されたため

◆太宰府市ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について
　次代の社会を担う子どもの健全な育成を図るための次世代育成支援対策推進法等の
一部改正に伴い改正する必要が生じたため

◆太宰府市重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について
　根拠となる法律の題名が改められたことに伴い改正する必要が生じたため

◆太宰府市家庭的保育事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
　児童福祉法の規定に基づき、条例制定の必要が生じたため

◆太宰府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
　例の制定について

　子ども・子育て支援法の規定に基づき、条例制定の必要が生じたため

◆陳情第６号「軽度外傷性脳損傷の周知、及び労災認定基準の改正など
　　　　　　　を求める陳情‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥環境厚生常任委員会に送付
◆要望第４号「新農政における農協の役割に関する要請書」‥‥‥‥‥‥‥建設経済常任委員会に送付

◆一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれ７億6,194万8千円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ238
億8,905万７千円になりました。

◆一般会計補正予算（第4号）
　歳入歳出それぞれ2,430万円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ239億1,335
万7千円になりました。

◆介護保険事業特別会計補正予算（第1号）
　歳入歳出それぞれ3,686万7千円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ45億2,615
万2千円になりました。

　各委員会における付託案件の審査結果は以下のとおりです。

費　目 予　算　額 歳出の主なもの

災害復旧費 2,430万円 公共土木施設災害復旧費（1,070万円）‥‥８月22日未明
に発生した災害の復旧工事

費　目 予　算　額 歳出の主なもの

総 務 費 3,184万5千円 一般管理費（3,184万5千円）‥‥介護給付費負担金と地
域支援事業の交付金等の精算返還金

基金積立金 502万2千円 介護給付費準備基金積立金（502万2千円）‥‥前年度の
繰越金との差し引き額を基金に積み立てるもの

委員会 議案番号 案　件　名 審　査　結　果

総 務 文 教
常任委員会

議案第38号 太宰府市附属機関に関する条例の一部を改正する条例 原案可決（全員一致）

議案第39号 太宰府市国際交流振興基金条例の一部を改正する条例
について 原案可決（全員一致）

議案第40号 太宰府市営住宅管理条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）
議案第45号 平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第３号）について 原案可決（全員一致）

意見書第２号 少人数学級推進、義務教育費国庫負担制度２分の１復
元を求める意見書 原案可決（賛成多数）

建 設 経 済
常任委員会

議案第36号 市道路線の廃止について 可 決（ 全 員 一 致 ）
議案第37号 市道路線の認定について 可 決（ 全 員 一 致 ）
議案第45号 平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第３号）について 原案可決（全員一致）

環 境 厚 生
常任委員会

議案第41号 太宰府市ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の
一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第42号 太宰府市重度障害者医療費の支給に関する条例の一部
を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第43号 太宰府市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定について 原案可決（全員一致）

議案第44号 太宰府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の制定について 原案可決（全員一致）

議案第45号 平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第３号）について 原案可決（全員一致）

議案第46号 平成26年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第
１号）について 原案可決（全員一致）

請願第１号 体育複合施設建設予算の執行保留・延期を求める請願書 不採択（賛成少数）
請願第２号 総合体育館建設の市民への説明会開催に関する請願 不採択（賛成少数）

請願第３号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関す
る請願書 採 択（ 賛 成 多 数 ）

９
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費　目 予　算　額 歳出の主なもの

総 務 費 7億2,088万3千円 交流費（220万２千円）‥‥中津市と新たに友好都市を結
ぶため、記念式典等の予算

民 生 費 6,123万7千円
人権センター費（160万円）‥‥南体育館の設備修繕のため
児童福祉総務費（3,741万6千円）‥‥総合子育て支援施
設の備品等を購入するため

衛 生 費 ▲9,456万2千円 保健予防費（2,642万1千円）‥‥水痘が定期予防接種になっ
たため

農林水産業費 1,305万6千円 農地費（1,000万円）‥‥松ヶ浦池堤体の張りブロック設
置工事

土 木 費 4,300万円 道路橋梁新設改良費（4,300万円）‥‥泉水１号線及び月
見山４号線の道路改良のための測量設計業務委託費

消 防 費 368万8千円 災害対策費（350万円）‥‥避難所標識を作り直すため
教 育 費 984万6千円 小学校施設整備費（600万円）‥‥太宰府南小の屋上防水
災害復旧費 480万円 河川災害復旧費（480万円）‥‥高尾川の災害復旧工事



45 44141号平成26年11月1日

ど
う
な
っ
と
う
と
？　

一
般
質
問

議
決
結
果
一
覧

件数 議案番号 案件名 議決結果

1 議案第36号 市道路線の廃止について 可　決

2 議案第37号 市道路線の認定について 可　決

3 議案第38号 太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

4 議案第39号 太宰府市国際交流振興基金条例の一部を改正する条例について 原案可決

5 議案第40号 太宰府市営住宅管理条例の一部を改正する条例について 原案可決

6 議案第41号 太宰府市ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

7 議案第42号 太宰府市重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

8 議案第43号 太宰府市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 原案可決

9 議案第44号
太宰府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の制定について

原案可決

10 議案第45号 平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第３号）について 原案可決

11 議案第46号 平成26年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

12 議案第47号 平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第４号）について 原案可決

13 認定第２号 平成25年度太宰府市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

14 認定第３号 平成25年度太宰府市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

15 認定第４号 平成25年度太宰府市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

16 認定第５号 平成25年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

17 認定第６号 平成25年度太宰府市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 原案可決及び認定

18 認定第７号 平成25年度太宰府市下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 原案可決及び認定

19 報告第５号 平成25年度太宰府市健全化判断比率の報告について －

20 報告第６号 平成25年度太宰府市水道事業会計資金不足比率の報告について －

21 報告第７号 平成25年度太宰府市下水道事業会計資金不足比率の報告について －

22 報告第８号 太宰府市土地開発公社の経営状況報告について －

23 報告第９号 公益財団法人太宰府市国際交流協会の経営状況報告について －

24 報告第10号 公益財団法人太宰府市文化スポーツ振興財団の経営状況報告について －

� （個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

件
数 議案番号 案 件 名

議
決
結
果

公明党 宰光 新風 改革の会 新政会 市民ネット 共産党 無所属
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弘
行
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邊　
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穂
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綾

藤
井　

雅
之
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刈　
　

茂

1 認定第1号 平成２５年度太宰府市一般会計歳入歳出決
算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

2 請願第1号 体育複合施設建設予算の執行保留・延期を
求める請願書

不採
択 × × × × × × × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

3 請願第２号 総合体育館建設の市民への説明会開催に関
する請願

不採
択 × × × × × × × ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○

4 請願第３号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の
拡充に関する請願書 採択 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 意見書第２号 少人数学級推進、義務教育費国庫負担制度２
分の1復元を求める意見書

原案
可決 × × × × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 意見書第３号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の
拡充を求める意見書

原案
可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※橋本健議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。
※以下の会派名について、一部省略して記載しています。
▪公明党＝公明党太宰府市議団　▪改革の会＝太宰府市政改革の会　▪新政会＝太宰府新政会
▪市民ネット＝太宰府市民ネット　▪共産党＝日本共産党太宰府市議団

請願第１号　�体育複合施設建設予算の執行保留・延期を求
める請願書

請願第２号　�総合体育館建設の市民への説明会開催に関す
る請願

賛成

・入札が中止になった以上は、優先順位を考えも
う一度見直すべきだ。

・今回の入札は予定価格より何億円以上の差額が
あり、無理な入札は正常にできないと考える。

・入札不成立後、幾つかの方法があると思うが、
いずれも無理であると考えておりしばらく様子
を見ていくべきではないか。

反対

・以前から多くの市民が熱望しており、早期に完
成を願う機運が多角的にも高まっているのは、
間違いない。

・多くの団体、住民から切実な要望がある以上、
体育館の必要性を十分考慮し、建設が可能な今
こそ建設すべきである。

・この考えに共通する部分も持っているが、今こ
の請願は必要ないと捉えている。

賛成

・議会に対する説明会要求の請願であるという主
旨を大きく踏まえて、ぜひとも受けとめてもら
いたい。

・構成、文言等について把握しかねているが、全
体の主旨を推量する。

・全議員で可決した議会基本条例に、議会の議決
または運営について説明する責任を果たすもの
と規定しているため。

反対

・主旨の中に理由が書かれていなければならない
文言が理由の中にあり、賛成、反対をするまで
にいたっていない請願である。

※討論は、主な議案の要約した内容を掲載しています。

質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について
（質問と回答の内容を要約）掲載しています。

質問項目

問

福岡県大会決勝

◦本市中学校の部活動について
◦平成26年8月22日の市内豪雨に
ついて

A　
部
長　

①
中
体
連
大

会
の
交
通
費
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
筑
前
地
区
大
会

以
上
の
大
会
に
参
加
す
る
生

徒
と
引
率
者
を
対
象
と
し
、

市
か
ら
補
助
金
を
支
出
し
て

い
ま
す
。

　

②
生
徒
会
費
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
の
予
算
配
分
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会
で
承
認
さ
れ
決
定
し
て
お
り
、

大
会
参
加
補
助
費
と
し
て
、

で
き
る
限
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
支
援

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Q　
太
宰
府
東
中
学
校
野

球
部
が
今
年
の
中
体
連

大
会
に
お
い
て
筑
紫
地
区
大
会
、

筑
前
地
区
大
会
、
福
岡
県
大

会
と
勝
ち
進
み
、
九
州
大
会

に
出
場
し
た
。
そ
こ
で
、
中

体
連
大
会
の
助
成
に
つ
い
て

２
点
伺
う
。

　

①
東
中
野
球
部
が
勝
ち
進

む
に
つ
れ
、
応
援
者
も
増
え

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
ベ
ン

チ
入
り
の
選
手
の
交
通
費
は

補
助
の
対
象
に
な
る
が
、
ベ

ン
チ
入
り
で
き
な
か
っ
た
選

手
は
そ
の
対
象
に
な
ら
な
い
。

部
員
全
員
分
を
補
助
の
対
象

に
し
て
貰
い
た
い
が
見
解
は
。

　

②
今
回
の
よ
う
に
大
会
を

勝
ち
上
が
っ
た
場
合
、
自
己

負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
生

徒
会
費
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
費
等

の
使
用
な
ど
が
で
き
な
い
か
。

中
学
校
部
活
動
の
交
通
費
補
助

の
拡
大
を

長
谷
川
　
公
成
　
議
員

全会一致で可決した議案議案に対する討論

賛否の分かれた議案
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質問項目

問

質問項目

問

質問項目

問

水城ヶ丘区砂防ダム
◦災害対策について

◦中学生のコミュニティバスの利
用について

◦学業院中学校と水城小学校を小
中一貫校のように校舎運動場の
共有化について

◦福岡市地下鉄の福岡空港線を太宰
府天満宮近くまで延伸化について

◦小中学生の夏休みについて
◦新保育制度の施行について

ど
う
な
っ
と
う
と
？　

一
般
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？　

一
般
質
問

A　
部
長　

①
今
回
の
被

害
が
少
な
か
っ
た
大
き

な
要
因
の
一
つ
と
し
て
市
内

に
は
砂
防
ダ
ム
17
基
、
治
山

ダ
ム
103
基
設
置
さ
れ
て
お
り

こ
れ
が
威
力
を
発
揮
し
た
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
既

に
砂
防
ダ
ム
、
治
山
ダ
ム
の

増
設
に
つ
い
て
県
と
協
議
を

行
い
新
た
な
設
置
に
向
け
て

継
続
し
て
要
望
箇
所
を
上
げ

て
い
き
ま
す
。

　

②
平
成
24
年
度
か
ら
河
川

断
面
が
狭
小
で
あ
り
ま
す
未

改
良
区
間
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
も
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
順
次
改
修
が
進
む
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

③
今
回
の
よ
う
な
大
雨
状

況
下
に
お
き
ま
し
て
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
無
線
が
聞
こ
え
づ
ら

い
箇
所
も
た
く
さ
ん
出
て
い

ま
す
。
他
市
事
例
等
も
調
査

研
究
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

Q　
防
災
対
策
に
つ
い
て

３
点
伺
う
。

　

①
今
年
８
月
に
広
島
市
で

お
き
た
土
砂
災
害
に
つ
い
て
、

地
形
も
土
質
も
同
じ
箇
所
が

あ
り
大
い
に
参
考
に
し
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

砂
防
ダ
ム
や
治
山
ダ
ム
な
ど

の
防
災
、
特
に
水
城
ヶ
丘
、

国
分
、
連
歌
屋
、
三
条
台
な

ど
の
地
域
に
つ
い
て
。

　

②
御
笠
川
水
系
の
氾
濫
に

つ
い
て
。

　

③
避
難
勧
告
後
の
避
難
と

自
主
避
難
の
避
難
先
、
ま
た

災
害
時
の
要
援
護
者
や
負
傷

者
の
救
出
救
護
を
ど
の
時
点

で
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

広
報
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
広

報
車
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線

で
い
く
の
か
。

安
全
・
安
心
な
防
災
対
策
と
は

福
廣
　
和
美
　
議
員

A　
部
長　

登
下
校
に
お

け
る
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の

通
学
割
引
制
度
は
遠
距
離
徒

歩
通
学
の
小
学
生
の
体
力
に

対
す
る
配
慮
か
ら
現
在
太
宰

府
小
学
校
に
お
き
ま
し
て
84

名
を
対
象
と
し
、
中
学
生
の

状
況
と
し
ま
し
て
は
、
太
宰

府
中
学
校
の
生
徒
で
自
転
車

と
の
併
用
も
含
め
ま
し
て
83

名
が
ま
ほ
ろ
ば
号
を
利
用
し

て
お
り
ま
す
。
健
康
面
か
ら

考
え
た
場
合
、
子
ど
も
の
体

力
低
下
が
全
国
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
中
、
中
学
生
の

時
期
は
体
力
的
に
も
成
長
期

に
徒
歩
や
自
転
車
で
通
学
し
、

体
力
を
養
う
こ
と
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q　
中
学
生
通
学
時
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用

に
つ
い
て
、本
市
で
は
北
谷
区
、

松
川
区
、
内
山
区
の
小
学
生

の
通
学
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
利
用
し
て
い
る
児
童
に
は
、

そ
の
利
用
料
金
を
半
額
に
す

る
補
助
措
置
を
と
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
児
童
の
登
下
校
時
の

児
童
誘
拐
な
ど
の
事
故
を
予

防
す
る
目
的
で
利
用
者
も
多
く
、

好
評
に
て
今
日
ま
で
推
移
し

て
い
る
。
一
方
中
学
生
登
下

校
は
自
転
車
、
徒
歩
、
バ
ス

利
用
と
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を

実
施
さ
れ
て
お
り
バ
ス
利
用

も
特
に
ク
ラ
ブ
活
動
後
の
下

校
ど
き
の
バ
ス
利
用
の
希
望

も
多
く
通
学
費
用
の
軽
減
の

た
め
小
学
生
と
同
じ
よ
う
に

半
額
の
補
助
措
置
が
と
れ
な

い
か
伺
う
。

中
学
生
に
も

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
補
助
を

不
老
　
光
幸
　
議
員

A　
部
長　

①
市
の
公
共

施
設
に
お
き
ま
し
て
は
、

小
中
学
生
が
学
習
の
場
と
し

て
利
用
で
き
る
の
は
、プ
ラ
ム
・

カ
ル
コ
ア
太
宰
府
、
い
き
い

き
情
報
セ
ン
タ
ー
、
女
性
セ

ン
タ
ー
ル
ミ
ナ
ス
の
３
館
で
す
。

　

②
教
育
委
員
会
か
ら
各
学

校
長
宛
て
に
プ
ー
ル
使
用
日

時
を
事
前
に
照
会
を
し
、
提

出
さ
れ
ま
し
た
予
定
日
時
に

合
わ
せ
て
プ
ー
ル
監
視
員
を

配
置
し
て
い
る
た
め
、
学
校

に
よ
っ
て
利
用
状
況
が
異
な
っ

て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　

③
平
成
９
年
度
の
夏
休
み

中
に
近
隣
市
に
お
い
て
児
童
、

生
徒
の
命
を
脅
か
す
事
案
が

発
生
し
ま
し
た
こ
と
を
契
機

と
し
出
校
日
の
見
直
し
を
行
い
、

市
内
及
び
近
隣
の
小
中
学
校

で
は
出
校
日
を
廃
止
し
ま
し

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

Q　
小
中
学
校
の
夏
休
み

を
楽
し
く
充
実
し
た
毎

日
を
過
ご
せ
る
よ
う
場
所
の

確
保
や
き
っ
か
け
づ
く
り
を

増
や
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

次
の
３
点
を
伺
う
。

　

①
子
ど
も
た
ち
が
学
習
で

き
る
よ
う
に
開
放
し
て
い
る

場
所
は
、
市
と
し
て
学
習
の

場
と
認
識
し
て
い
る
の
か
現

状
は
。

　

②
小
学
校
の
プ
ー
ル
開
放

は
各
小
学
校
に
よ
っ
て
利
用

児
童
、
利
用
方
法
が
違
う
。

公
共
施
設
で
子
ど
も
た
ち
が

お
金
の
負
担
な
く
遊
べ
る
場

所
の
提
供
と
し
て
市
内
平
等

に
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
開
放

し
て
は
と
考
え
る
が
。

　

③
現
在
市
内
小
、
中
学
校

の
夏
休
み
中
に
出
校
日
は
な

い
が
、
そ
の
設
定
に
つ
い
て

考
え
が
あ
る
の
か
。

小
・
中
学
生
に
充
実
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

夏
休
み
を

神
武
　
綾
　
議
員

質問項目

問

◦市民の健康指導のあり方につい
て

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　
課
長　

健
康
診
断
受

診
者
へ
の
保
健
指
導
で
は
、

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
適
切

な
栄
養
、
運
動
の
必
要
性
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

忙
し
い
方
な
ど
に
は
、
気
軽

に
始
め
ら
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
を
勧
め
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
、
電
話
や
訪
問
、

面
接
を
行
い
経
過
確
認
し
、

市
主
催
の
健
康
教
室
講
座
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
、市
民
プ
ー

ル
等
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　
市
民
対
象
の
健
康
診

断
等
に
お
い
て
、
肥
満

や
高
脂
血
症
、
高
血
圧
な
ど

健
康
指
導
を
お
受
け
に
な
る

方
が
多
い
。
そ
の
指
導
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
運
動
を
取

り
入
れ
た
個
別
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
の
再
検
証
が
必

要
と
考
え
る
。
案
と
し
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
康
診
断

結
果
に
お
い
て
運
動
が
必
要

と
さ
れ
た
人
に
対
し
、
個
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
、
最
適
な
運
動
方
法
や

そ
れ
が
で
き
る
施
設
、
具
体

的
に
は
、
い
き
い
き
情
報
セ

ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
や
市
民
プ
ー
ル
な
ど
を
紹

介
し
、
そ
の
人
に
合
っ
た
運

動
を
指
導
す
る
体
制
の
確
立

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
関
係
部
署

と
運
動
施
設
の
積
極
的
な
連

携
が
必
要
で
あ
り
、
利
用
料

も
一
定
の
補
助
等
を
実
施
し
、

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮

市
民
の
健
康
指
導
に

　
　
　

運
動
施
設
と
の
連
携
を

後
藤
　
邦
晴
　
議
員
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質問項目

問

問

質問項目

問

五条保育所（9月末時点）

◦洪水抑制や有効利用のための雨
水利用促進について
◦成人用肺炎球菌ワクチンの定期
接種化について

◦五条保育所について
◦小中学校における集団フッ素洗
口について

ど
う
な
っ
と
う
と
？　

一
般
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？　

一
般
質
問

A　
部
長　

①
家
庭
用
雨

水
貯
留
タ
ン
ク
等
の
助

成
制
度
は
全
国
で
168
自
治
体
、

福
岡
県
で
は
３
市
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
同
法
律
の
目
的

等
も
市
民
へ
の
普
及
啓
発
を

図
り
な
が
ら
調
査
研
究
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

②
現
在
の
市
の
公
共
施
設

で
は
太
宰
府
館
に
雨
水
貯
留

施
設
が
あ
り
、
ト
イ
レ
の
洗

浄
用
水
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
施
設
の
新
設
や
大
規

模
な
改
修
の
際
に
用
途
、規
模
、

構
造
を
勘
案
の
上
、
雨
水
利

用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q　
本
年
５
月
１
日
に
雨

水
利
用
推
進
法
が
施
行

さ
れ
た
。
水
資
源
の
有
効
な

利
用
を
図
り
、
下
水
道
や
河

川
へ
の
雨
水
の
集
中
的
な
流

出
の
抑
制
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

２
点
伺
う
。

　

①
雨
水
を
貯
留
す
る
こ
と

で
散
水
や
洗
車
等
の
日
常
生

活
へ
の
利
用
と
災
害
時
の
有

効
利
用
の
た
め
雨
水
貯
留
施
設
、

タ
ン
ク
の
施
設
に
係
る
補
助

制
度
が
必
要
だ
と
考
え
る
が

見
解
は
。

　

②
公
共
施
設
に
お
け
る
雨

水
利
用
、
雨
水
貯
留
浸
透
施

設
の
設
置
な
ど
現
在
の
状
況
は
。

雨
水
利
用
促
進
の
た
め

　
　
　
　
　

補
助
制
度
創
設
を

小
畠
　
真
由
美
　
議
員

A　
部
長　

①
８
月
22
日

の
大
雨
で
は
人
命
に
関

わ
る
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
床
下
浸
水
の
ほ
か
車

の
水
没
等
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
災
害
の
経
験
で

市
内
に
設
置
し
た
砂
防
、
治

山
ダ
ム
が
威
力
を
発
揮
し
た

と
考
え
ま
す
。
今
後
も
、
増

設
に
つ
い
て
県
と
協
議
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

　

②
避
難
所
に
お
け
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
状
況
は
、
今
年
度

中
に
指
定
避
難
所
の
全
施
設

に
設
置
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

講
習
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
も
消
防
署
、
消
防
団
と

連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q　
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
２
点
伺
う
。

　

①
８
月
22
日
の
集
中
豪
雨

で
も
、
本
市
で
は
大
き
な
災

害
が
な
か
っ
た
が
市
内
の
被

災
状
況
と
今
後
の
復
旧
見
通
し
、

さ
ら
な
る
防
災
体
制
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

　

②
避
難
場
所
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
と
、
市
民
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

体
験
講
習
会
の
実
施
状
況
及

び
今
後
の
実
施
計
画
は
。

災
害
時
の
「
安
心
」
整
備
を

原
田
　
久
美
子
　
議
員

A　
部
長　

①
入
所
児
童

の
募
集
計
画
は
、
11
月

中
旬
配
布
予
定
の
保
育
所
入

所
案
内
に
は
、
定
員
200
名
で

募
集
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

育
児
休
暇
等
の
年
度
途
中
入

所
の
申
し
込
み
も
受
付
ま
す

の
で
４
月
か
ら
定
員
に
達
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

②
職
員
の
採
用
計
画
は
、

正
職
員
３
名
以
外
に
嘱
託
保

育
士
を
、
九
州
各
県
の
養
成

校
に
募
集
要
項
を
送
付
す
る

な
ど
の
方
法
で
引
き
続
き
募

集
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
嘱

託
調
理
員
は
募
集
す
る
予
定
で
、

栄
養
士
は
今
回
、
採
用
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

③
移
転
計
画
は
、
２
月
末

に
完
成
検
査
を
行
い
、
３
月

に
は
職
員
、
保
護
者
の
見
学

や
４
月
１
日
か
ら
の
給
食
実

施
に
向
け
調
理
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
等
を
行
う
予
定
で
ス
ム
ー

ズ
に
引
越
し
が
で
き
る
よ
う

現
在
、
庁
内
で
調
整
を
継
続

し
て
お
り
ま
す
。

Q　
五
条
保
育
所
は
来
年

４
月
開
所
予
定
と
な
っ

て
い
る
が
、
で
き
る
だ
け
混

乱
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
次

の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
児
童
の
募
集
計
画
は
最

初
か
ら
200
名
を
前
提
と
す
る

の
か
当
面
150
名
程
度
な
ど
余

裕
を
持
っ
て
募
集
さ
れ
る
の
か
。

　

②
正
職
員
３
名
以
外
に
臨

時
や
嘱
託
職
員
、
調
理
員
、

栄
養
士
の
採
用
計
画
に
つ
い
て
。

　

③
移
転
計
画
に
つ
い
て
。

五
条
保
育
所
の
募
集
計
画
、

　
　
　
　
　
　
　

移
転
計
画
は

渡
邊
　
美
穂
　
議
員

質問項目

質問項目

問

◦店舗へのリフォーム助成制度創
設について
◦国民健康保険税について
◦エスコートゾーンの整備につい
て

◦安全で安心して暮らせるまちづ
くりについて

◦高齢者施策の充実について

A　
部
長　

高
崎
市
の
制

度
は
、
補
助
率
の
1/2
、

一
店
舗
当
た
り
の
上
限
100
万
円
、

一
回
限
り
の
利
用
と
し
て
店

舗
の
改
装
工
事
費
、
店
舗
で

使
用
す
る
備
品
の
購
入
費
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。
本
市

で
は
、
市
の
補
助
金
と
県
の

交
付
金
で
あ
る
地
域
経
済
活

性
化
支
援
事
業
費
交
付
金
の

活
用
に
よ
っ
て
、
商
工
会
が

実
施
す
る
、
だ
ざ
い
ふ
得
と

く
商
品
券
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
券
を
助
成
と
し
て
推

進
し
て
お
り
、
早
々
と
完
売

し
ま
し
た
。
商
工
会
で
は
、

経
営
支
援
事
業
と
し
て
創
業

支
援
や
金
融
支
援
を
し
て
い

ま
す
。
高
崎
市
が
導
入
し
た

制
度
に
つ
い
て
は
、
財
政
規

模
の
違
い
も
あ
り
、
本
市
で

の
実
施
は
難
し
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

Q　
４
月
の
消
費
税
増
税

に
伴
う
駆
け
込
み
需
要

の
反
動
が
個
人
消
費
の
減
少

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
今
こ

そ
中
小
企
業
者
へ
の
支
援
措
置
、

振
興
策
が
必
要
で
あ
る
。
群

馬
県
の
高
崎
市
で
は
、
商
店

版
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
、

ま
ち
な
か
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助

成
事
業
補
助
金
が
昨
年
創
設

さ
れ
た
。
店
舗
の
改
装
や
備

品
の
購
入
な
ど
に
上
限
は

100
万
円
ま
で
費
用
の
半
分
を

補
助
す
る
制
度
で
あ
る
。
中

小
企
業
者
へ
の
支
援
策
と
し

て
太
宰
府
市
に
お
い
て
も
同

様
の
制
度
の
導
入
を
求
め
る
。

店
舗
へ
の
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
　
　

助
成
制
度
創
設
を

藤
井
　
雅
之
　
議
員
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質問項目

問

質問項目質問項目

問問

質問項目

問

入札中止公告

◦全小中学校の普通教室への空調
設備（エアコン）の設置につい
て

◦滞留型観光について◦体育複合施設について

◦予約型バスの運行について

ど
う
な
っ
と
う
と
？　

一
般
質
問

ど
う
な
っ
と
う
と
？　

一
般
質
問

早
急
な
教
育
環
境
の
整
備
を

上
　
　
疆
　
議
員

A　
部
長　

①
近
隣
市
の

状
況
に
つ
い
て
調
査
を

行
う
と
と
も
に
、
導
入
計
画

策
定
に
向
け
て
の
資
料
と
し
て
、

夏
休
み
を
除
く
６
月
中
旬
か

ら
９
月
末
ま
で
の
普
通
教
室

の
温
度
調
査
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、

検
討
資
料
と
し
て
、
本
市
の

過
去
の
気
温
や
Ｐ
Ｍ
2.5
の
状
況
、

他
の
自
治
体
の
エ
ア
コ
ン
の

整
備
状
況
な
ど
情
報
の
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

②
各
教
室
の
温
度
調
査
を

９
月
末
ま
で
実
施
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
、こ
れ
が
出
そ
ろ
っ

た
時
点
で
結
果
に
つ
い
て
は
、

今
後
出
し
て
い
き
た
い
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

③
今
後
、
こ
の
調
査
結
果

等
を
も
と
に
設
置
時
期
を
含

め
た
導
入
計
画
を
作
成
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
全
小
中
学
校
の
普
通

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の

設
置
に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

　

①
当
初
予
算
で
学
校
冷
暖

房
設
備
導
入
計
画
策
定
支
援

業
務
委
託
料
100
万
円
を
計
上

さ
れ
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な

調
査
が
な
さ
れ
た
の
か
。

　

②
調
査
し
た
結
果
、
ど
の

よ
う
な
結
論
を
出
さ
れ
た
の
か
。

　

③
エ
ア
コ
ン
の
設
置
時
期

は
い
つ
頃
と
考
え
て
い
る
の
か
。

A　
部
長　

①
昨
年
に
比

べ
順
調
な
出
だ
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。
観
光
ル
ー
ト
作

成
準
備
や
若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
休
日
設
定
の
コ
ー

ス
に
取
り
組
む
計
画
を
し
て

お
り
、
食
や
体
験
を
と
い
う

付
加
価
値
を
織
り
込
ん
だ
滞

在
型
観
光
の
推
進
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

②
平
成
22
年
か
ら
国
の
認

定
を
受
け
た
太
宰
府
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
計
画
に
基
づ
き
、

蔵
司
通
路
散
策
路
環
境
整
備

や
戒
壇
院
通
路
環
境
整
備
を

実
施
し
て
回
遊
性
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の

周
辺
で
の
休
憩
、
食
事
、
買

い
物
が
で
き
る
よ
う
、
歴
史

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
小

規
模
な
専
用
店
舗
の
誘
導
可

能
な
都
市
計
画
の
変
更
に
つ

い
て
関
係
機
関
と
の
協
議
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

A　
部
長　

全
て
の
入
札

者
の
入
札
額
が
予
定
価

格
を
上
回
っ
た
の
で
中
止
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
現
在
、
再

度
の
入
札
に
向
け
、
内
容
の

分
析
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

副
市
長　

22
億
か
ら
27
億

円
に
し
た
と
き
に
は
、
１
月
に

国
の
ほ
う
か
ら
余
り
に
も
材

料
費
等
が
高
騰
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
分
に
つ
い
て
は
更
正
し
な

さ
い
と
い
う
形
の
通
知
が
き

た
の
で
、
そ
れ
に
応
じ
た
財
源

と
予
算
の
組
み
替
え
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
今
度
の

入
札
の
中
に
は
組
み
立
て
、
加

工
す
る
費
用
が
高
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
ど

も
が
予
定
を
し
て
お
り
ま
し

た
価
格
に
今
回
達
し
な
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
の

で
、
複
数
社
が
応
札
を
し
て

お
り
、
建
設
し
よ
う
と
い
う

意
欲
は
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、

そ
れ
を
今
、
精
査
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
建
設
に

向
け
て
市
と
し
て
は
実
行
し

て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q　
太
宰
府
市
は
日
帰
り

観
光
が
主
と
な
っ
て
お
り
、

一
日
か
け
て
市
内
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
仕
掛
け
が
必
要
で
、

検
討
課
題
は
山
積
み
で
あ
る
。

次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
本
年
度
の
取
り
組
み
と

し
て
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業

の
充
実
に
努
め
る
と
し
て
い

ま
す
が
、
今
夏
の
効
果
と
今

後
の
計
画
、
市
の
考
え
方
に

つ
い
て
。

　

②
政
庁
跡
や
水
城
跡
な
ど

史
跡
地
周
辺
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
環
境
整
備
に
向
け

て
現
在
ど
の
よ
う
に
協
議
さ

れ
て
い
る
の
か
、進
捗
状
況
は
。

Q　
体
育
複
合
施
設
新
築

工
事
が
入
札
中
止
に
至
っ

た
経
過
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

観
光
客
の
回
遊
を
高
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
策
を

今
後
の
入
札
時
期
、

　
　
　
　
　
　
　

予
定
価
格
は

陶
山
　
良
尚
　
議
員

芦
刈
　
茂
　
議
員

A　
課
長　

予
約
型
は
自

由
が
高
い
一
方
で
、
予

約
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
や
、
予

約
が
集
中
し
た
場
合
の
時
間

的
正
確
性
の
欠
如
、
輸
送
コ

ス
ト
が
高
い
等
の
短
所
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
費
用
負
担
の

問
題
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
あ
た
っ

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と

の
二
重
投
資
の
回
避
、
既
存

の
交
通
体
系
の
抜
本
的
見
直

し
等
多
く
の
問
題
を
解
決
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後

政
府
の
動
向
を
重
視
し
な
が

ら
真
に
地
域
に
な
じ
む
移
動

手
段
で
あ
る
か
住
民
目
線
で

調
査
研
究
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
長　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
等

の
予
約
型
運
行
に
つ
い
て
も

研
究
し
て
お
り
、
あ
る
い
は

道
路
網
の
変
更
な
ど
に
応
じ

て
路
線
の
変
更
な
ど
柔
軟
に

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

許
可
等
必
要
で
す
の
で
計
画

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Q　
車
を
持
た
な
い
高
齢

者
等
が
在
宅
で
暮
ら
し

て
い
く
に
は
地
域
交
通
の
充

実
が
欠
か
せ
な
い
。
本
市
で

は
特
に
丘
陵
地
の
住
宅
街
で

買
い
物
や
通
院
に
困
っ
て
お

ら
れ
る
方
々
が
多
い
。
報
道

で
は
国
は
地
方
自
治
体
が
主

体
と
な
り
乗
り
合
い
・
予
約

型
で
小
型
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

を
運
行
す
る
仕
組
み
を
本
格

的
に
普
及
さ
せ
る
方
針
を
固

め
た
と
い
う
。
現
在
、連
歌
屋
、

湯
の
谷
な
ど
一
部
の
地
域
に

お
い
て
小
型
の
乗
合
自
動
車

が
運
行
さ
れ
て
い
る
が
拡
大

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
の
で
、
所
見
を
伺
う
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
の

　
　
　

予
約
型
運
行
に
つ
い
て

門
田
　
直
樹
　
議
員
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先
月
の
話
で
あ
る
が
、
東
海
道
新
幹

線
が
開
業
50
周
年
を
迎
え
た
。
戦
後
わ

ず
か
19
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
直

前
に
控
え
、
凄
ま
じ
い
勢
い
で
技
術
革

新
が
進
む
な
か
、
日
本
人
の
英
知
と
技

術
が
集
結
し
、「
夢
の
超
特
急
」
が
誕
生

し
た
。
驚
く
こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
、
多

く
の
乗
客
を
運
ん
で
き
た
が
、
50
年
間
、

人
身
事
故
が
一
度
も
起
き
て
い
な
い
と

の
こ
と
だ
。
今
日
ま
で
、
技
術
開
発
を

怠
ら
ず
、
安
全
性
を
追
及
し
続
け
て
き

た
日
本
人
の
持
つ
、
実
直
な
国
民
性
と

新
幹
線
に
か
け
る
強
い
情
熱
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
安
全
神
話
が
守
ら
れ
て
き

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
改
め
て
日

本
人
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
夢

と
希
望
を
乗
せ
て
走
り
続
け
て
ほ
し
い

も
の
だ
。�

（
良
）
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議会を傍聴してみませんか　12月定例議会の日程（予定）

12月 1日（月）
４日（木）
５日（金）
８日（月）
９日（火）
11日（木）
12日（金）
15日（月）
17日（水）

本会議（提案理由説明）
本会議（質疑・委員会付託）
総務文教常任委員会
建設経済常任委員会
環境厚生常任委員会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問予備日）
本会議（報告・質疑・討論・採決）

※会議開始時間は、10：00〜

本会議は51名、委員会は12名まで傍聴できます。

建設経済常任委員会

環境厚生常任委員会

議会運営委員会

◆7月22日　京都府長岡京市　
　　　　　　景観ポータルサイト、八条ヶ池周辺地区
◆7月23日　京都府福知山市　福知山市観光ビジョン
◆7月24日　京都府木津川市　
　　　　　　まちかど観光案内所、観光まちづくりネットワーク
　長岡京市では、八条ヶ池に隣接して「天満宮」があり、
歴史的風景がかみ合いまちづくりができていました。
福知山市では、明智光秀公築城の福知山城、福知山
音頭と福知山踊り、ス
イーツ、大江山をキー
ワードに、観光ビジョ
ンが策定され木津川市
では、まちかど観光案
内所があり、特産のお
茶を出す「おもてなし」
ができていました。

◆7月29日　滋賀県彦根市　ひこね元気計画21推進事業
◆7月30日　岐阜県大垣市　子育て日本一のまちプロジェクト
◆7月31日　滋賀県近江八幡市
　　　　　　福祉トータルサポートセンター基本構想

◆5月21日　宮城県角田市　議会報告会について
◆5月22日　宮城県多賀城市　議会運営について
　角田市では、平成21年から報告会を8回、計105 ヶ
所で開催されており、
これを参考に、本市議
会でも11月に意見交換
会を行います。多賀城
市では、議会運営や震
災後の議会対応等につ
いて、活発な意見交換
を行うことができました。

　彦根市では、計画を実行委員会形式で平成16年度
にスタート。平成26年度から2次計画を健康寿命の
延伸、食の推進を目的として実施され、大垣市では、
幼保一元化の推進、地域ぐるみ、家庭訪問型など14
の子育て支援事業を展
開、近江八幡市では、
子ども、障がい者、高
齢者にかかわること、
健康づくりをまとめ、
構想実現の福祉施策調
整会議を行われていま
した。

行政視察報告
各市で視察した内容を今後の政策に反映していきます。

【お詫び】

　私は、「あしかり茂 市政ニュース 臨時号
2014・10・1発行」において、私の不見識から、
村山議員および議会全体にご迷惑をおかけした
ことを、ここに深くお詫び申し上げます。
　今後このような事がないよう気をつけます。

平成26年10月7日　　　　　　　
太宰府市議会議員　芦刈　茂


